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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ま
方
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

方
自
治
体
の
自
立
や
地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
る
な
か
、
平
成
23
年
度
で
「
丸
亀
市
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
」
が
終
了
い
た
し
ま
す
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

基
本
構
想
に
定
め
た
市
の
将
来
像
「
自
然
と
歴
史
が
調
和
し
、

人
が
輝
く
田
園
文
化
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
「
丸
亀
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
を
本
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

す
。 

　
ま
た
、
先
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
地
震
・
津
波
の
甚
大

な
災
害
を
教
訓
と
し
、
昨
年
は
、
市
内
の
幼
、
保
、
小
、
中

学
校
等
に
防
災
頭
巾
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、
津
波
対
策
と

し
て
、
「
津
波
避
難
ビ
ル
」
の
指
定
を
行
う
一
方
、
各
地
域

の
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
訓
練
等
を
実
施
し
て
、
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識
の
高
揚

に
努
め
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
市
内
公
立
私
立
保
育
所
へ
の
乳
幼
児
用
避
難
車

の
配
置
を
は
じ
め
、
国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
「
丸

亀
市
地
域
防
災
計
画
」
を
見
直
す
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
等

を
実
施
し
な
が
ら
、
更
な
る
防
災
力
の
強
化
に
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。 

　
一
方
、
昨
年
７
月
１
日
に
、
本
市
は「
定
住
自
立
圏
構
想
」

の
中
心
市
宣
言
を
行
な
い
、
圏
域
を
構
成
す
る
２
市
３
町（
丸

亀
市
、
善
通
寺
市
、
琴
平
町
、
多
度
津
町
、
ま
ん
の
う
町
）

と
、
基
本
方
針
や
今
後
の
連
携
が
想
定
さ
れ
る
取
組
事
項
等

の
確
認
を
行
な
い
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
そ
れ
ら
の
協
定
締
結
と
、
圏
域
全
体
の
将
来
像

や
具
体
的
取
組
を
示
す「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
温
か
い
ご
支
援
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
本
年
の
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
、
我
が
国
は
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
よ
り
、
２
万
人
近
い
死
者
、
行
方
不
明
者
を
出

す
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
福

島
の
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
は
、
風
評
被
害
も
重
な

り
農
水
産
物
等
に
大
打
撃
を
与
え
、
こ
れ
ま
で
の
我
が
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
そ
の
も
の
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
要
因
と

な
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
一
方
で
は
、
被
災
地
に
お
け
る
復
興
支
援
を
通

し
て
、
人
と
人
と
の
絆
の
大
切
さ
や
原
発
事
故
を
受
け
て
の

節
電
意
識
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
、
重
要
性
を
再
認

識
で
き
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
本
市
に
お
い
て
も
昨
年
に
引
き
続
き
市
民
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
耐
震
化
事
業
な
ど
安
全
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
整
備
を
最
優
先
事
業
と
し
て
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

　
さ
て
、私
ど
も
市
議
会
も
昨
年
末
、地
方
自
治
に
お
け
る
二

元
代
表
制
の
下
、
行
政
へ
の
監
視
機
能
の
さ
ら
な
る
強
化
や

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
等
の
実
現
を
図
る
た
め
、「
丸
亀
市
議

会
基
本
条
例
」の
素
案
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、市
民

の
皆
様
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
条
例
制
定
を
目
指
す

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
ど
う
か
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
最
後
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。 
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　２月５日豸、香川丸亀国際ハーフマラソン大会が、

丸亀市、宇多津町、坂出市にまたがるコースで開催

されます。国内外のトップランナーが多数参加する

大会でありながら、市民ランナーも一緒に走れるこ

とで人気が高まり、今年も全国から1万人以上の参

加者が見込まれています。沿道からは大きな声援、

太鼓などの郷土色豊かな応援が計画されています。 

　沿線や周辺にお住まいの皆さんや関係機関の皆さ

んには大変ご迷惑をおかけしますが、大会へのご協

力とランナーへのご声援をお願いします。 

走るよろ
こび 

 走る誇り
 

  走れる
しあわせ

 
走るよろ

こび 

 走る誇り
 

  走れる
しあわせ

 

東日本大震災支援 
チャリティーも 
　大会会場周辺では、東日

本大震災支援チャリティー

オークションをはじめ、ス

ポーツ用品、地元の特産品

や讃岐うどんの販売などが

行われます。 

　ご家族揃ってお越しくだ

さい。 

前日の2月4日貍には 
ジョギング教室など 
　「小学生ランニング教室」や「み

んなと楽しく県民ウオーク」、金哲

彦さん、千葉真子さんの「ジョギ

ング教室」が、前日の２月４日貍、

県立丸亀競技場などで行われます。 

今話題の川内優輝選手らが出場予定 
　埼玉県庁職員で、サラリーマ

ンランナーとして知られている

川内優輝選手や、海外トップ選

手の力走をご覧いただけます。

　川内選手は、去年のこの大会

で、一般ランナーとして参加し

９位、また、12月の福岡国際マラ

ソンでは、日本人選手の最高タ

イムを出し、今年行なわれるロ

ンドンオリンピックの出場が、有力視されています。 

金　哲彦さん 

川内優輝選手 

千葉真子さん 

テレビ生中継 
（OHK・BSフジ） 
2012年2月5日豸 
10：30～11：50予定 

香川丸亀国際ハーフマラソン 
大会組織委員会 蘂24-6274



 

 

 

　予算の編成は、まず国や県

の予算編成方針、各種計画な

どの資料や情報を得ることか

ら始まります。代表的なもの

として 

蘆国の各省庁新年度予算概算
　要求 
蘆国の地方財政計画 
蘆県の予算編成方針（11月） 
などがあります。これらの国

県などの資料、情報のほか、

市の総合計画（★1）、決算資
料（★2）なども整理し、参考
にして予算編成に生かしてい

きます。 

 

 

 

　制度上、市の予算案調整権

や、議会への予算提案権、執

行権は、すべて市長に集中し

ています。しかし、実際は、

財政課（予算担当課）を中心

に全庁的な体制で予算案を積

み上げていきます。 

　まず、市長は10月頃、今年

度であれば「平成24年度予算

編成方針」を各部長など、幹

部が出席する庁議で通知しま

す。これは、予算案の基本的

な考え方や歳入、歳出それぞ

れの重点事項や留意点を全職

員に通知するものです。 

　次に、それに基づいた「平

成24年度予算編成要領」を財

政課が作成し、説明会を開き

各部、各課などに周知します。 

ここで、経常的経費（★3）の
会計額を示し、各課ではそれ

に合わせて、予算見積りをし

ていきます。 

　また、投資的経費（★4）も、
総合計画や重点施策との整合

性などを検討して積算してい

きます。 

　各課は、これらの積算した

予算案を、財政課に要求書と

して提出しヒアリングや査定

を受けることになります。こ

こでは、各課がそれぞれの事

業について、要求理由や根拠

について説明し、市長、副市

長に提出する予算案を財政課

査定としてまとめて、市長、

副市長へ提出し、各事業の主

旨、内容などの説明をします。

（市長、副市長ヒアリング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　市長は、示された予算案を

慎重に精査をして、必要に応

じて修正などを指示し、市役

所としての予算案を１月下旬

に作成します。 

　作成された予算案はすみや

かに議会へ送られます。 

　このように、早くから、翌

年の予算案編成作業は始まっ

ています。議会をはじめ市民

の皆さんのご意見やご要望を

踏まえて、市役所全体、職員

全員で一つ一つ積み上げて「市

の設計書」ともいうべき予算

案ができていきます。 

 

 

 

　議会に送られた予算案は、

議会で定める日程に沿って審

議されます。通常３月定例議

会で、慎重に審議され、可決

されますと、４月１日から、

新しい予算の執行が始まりま

す。 

 

 

 

　予算の概要は「広報丸亀」

や市のホームページで、市民

の皆さんに見ていただきます。

また、「予算書」も閲覧して

いただいています。皆さんか

ら納めていただいた税金でで

きた大切な「予算」です。適

正に組まれ、また、執行され

ているか、日頃から関心を持

っていただき、より住み良い

丸亀市にしていきたいと思い

ます。 

財政課 蘂24-8803

新年度当初予算ができるまで 

１２ 45

　市など地方公共団体が、当
初予算を編成し、議会の議決
を経て、成立し執行する過程
は、あまり知られていません。
そこで、今月号では「当初予
算ができるまで」と題して、
当初予算成立の過程を「京極
くん」と一緒に、讃岐富士を
登頂するよう、一歩一歩踏み
しめながら、ご紹介します。
今年の初夢は「みんなで讃岐
富士登頂」では出発。 

　平成24年度は、市の総合計画
の後期基本計画スタートの年で
す。「住んでよし、訪れてよし」
の丸亀市を目指して、限られた
貴重な財源をいかに効果的に配
分できるか……職員みんなが市
民目線をモットーに予算編成に
取り組んでいます。 

★1．市総合計画 ──────────────────────────────────────────── 
　地方自治法の規定に基づく、基本構想を主体としたまちづくりの指針として、平成19年からおおむね10年間の
行財政運営の目標、基本方針、具体的体系、重点事業を総合的また戦略的に示した市の基本計画。平成24年度は、
後期の基本計画のスタートの年になります。 
★2．決算資料 ───────────────────────────────────────────── 
　地方自治法に基づいて、毎年度の予算の執行結果を表す基本的で重要な財政関係の統計です。市など地方公共団体

が、どのような行政運営を行ったかをみるための基礎になります。また、財政の分析や各地方公共団体が、自己診断
や判定を行う上で必要な、様々な指数の元になります。 
★3．経常的経費 ──────────────────────────────────────────── 
　毎年度連続して固定的に支出される経費。おおまかにいえば、人件費、物件費、維持補修費などです。経常的経費
を抑えることは望ましいのですが、住民サービスをできる限り低下させないよう注意が必要です。 
★4．投資的経費 ──────────────────────────────────────────── 
　生産的な経費ともいわれ、道路、公園など各種社会資本整備など、支出の効果が長期にわたる経費。おおまかにい
えば普通建設事業費、災害復旧事業費などです。 

まず、国県などの 
　　　　　方針把握 

議会での審議 
　　　　 可決で成立 

「広報丸亀」などで 
税金の使い道をチェック 

市長の下、全庁的に 
　　　　　  取り組む 

職員みんなが市民市民目線で 職員みんなが市民目線で 

財政課財政課 課長　課長　横田　拓也横田　拓也 財政課 課長　横田　拓也 
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地域包括支援センター運営協議会委員 

「議会基本条例～市民と語る会～」を開催します 

委 員 の  
任 　 務  

地域包括支援センターの運営に関する協

議 

　市議会は、平成24年３月定例会で「丸亀市議会

基本条例」制定を目指しています。そこで、市民

の皆さんに、この条例を知っていただくため「議

会基本条例～市民と語る会～」を開催します。お

住まいの地区以外の日でもかまいませんので、気

軽に参加してください。 

※1. 塩屋保育所と塩屋北保育所は平成24年 
　度から統合し、丸亀市社会福祉協議会の運
　営による「しおや保育所」になります。 
※2. 飯山北第一保育所、飯山南保育所の保育
　年齢は、平成24年度から「4歳児まで」に、
　平成25年度からは「5歳児まで」になります。 

　かわいい子どもたちに囲まれて仕事をしてみません
か。保育士資格をお持ちで、フルタイム（午前8時半
～午後5時）勤務が可能な人を募集しています。 
　詳しくは、子育て支援課へ。 

応募方法 

応募資格 

市内に在住する、65歳以上の介護保険第

１号被保険者または40歳から64歳までの

２号被保険者（ただし、２つ以上の市の

審議会に選任されている人は除く） 

「高齢者の介護について」の作文（800字

以内）に、住所、氏名、年齢、電話番号

を記入して、〒763-0034 丸亀市大手町

二丁目1番7号 丸亀市地域包括支援セン

ターへ郵送 

選考方法 
作文の内容を総合的に審査して選考（結

果は全員に通知） 

締め切り １月23日豺必着 

問い合わせ 地域包括支援センター（蘂24-8933） 

任　　期 ２年（3月1日貅～平成26年２月28日貊） 

募集人員 ２人以内 

平成23年度 募集 審 議 会 等 委 員 
議会事務局 蘂24-8828

栗熊、岡田、富熊 

本島、広島 

城北、城乾、土器、 
飯野 

城西、城坤、城南 

川西、郡家、垂水 

飯山南、飯山北 

対象地区（コミュニティ） 日　　時 場　　所 

1月13日貊 
午後6時半 

栗熊 
コミュニティセンター 
 
本島 
コミュニティセンター 
 

ひまわりセンター 
 

ひまわりセンター 
 

香川県農業協同組合 
丸亀支店 

飯山総合 
保健福祉センター 

1月14日貍 
午前10時半 

1月16日豺 
午後6時半 

1月17日貂 
午後6時半 

1月18日貉 
午後6時半 

1月19日貅 
午後6時半 

国民健康保険・後期高齢者医療  

合算療養費制度の申請書を送付します 高額医療 

高額介護 

保　険　課 蘂24-8842 
高齢者支援課 蘂24-8807 
福　祉　課 蘂24-8805

●制度の概要 
　高額医療・高額介護合算療

養費制度とは、同じ医療保険

に入っている世帯内で、対象

期間（８月１日～翌年７月31

日）に医療と介護の両方に自

己負担があり、その合計額が

限度額を超えた場合に、超え

た額が支給される制度です。 

●対象者にお知らせ 
　支給対象の世帯には、市か

ら１月中旬以降、申請書を順

次郵送します。 

　保険証、申請者の印鑑、振

込先の口座番号が分かるもの

（本人名義の口座以外の場合

は、委任状が必要）を持参し

て申請してください。 

　ただし、対象期間中に転入 

してきた人や社会保険に加入

している人、医療保険が変わ

った人（国民健康保険から後

期高齢者医療に変わったなど）

には送付されません。平成23

年７月31日時点で加入してい

た医療保険にお問い合わせく

ださい。 

●福祉課から 
　心身障害者医療制度が適用

され、医療費が助成されてい

る人は、助成を受けた額を限

度として福祉課に返還してい

ただく場合があります。 

■自己負担限度額（8月から翌年7月までの年額） 

現役並み所得者：3割負担者　　一般：住民税課税世帯 
区分Ⅰ：住民税非課税世帯（世帯員全員が所得なし） 
区分Ⅱ：住民税非課税世帯（区分Ⅰ以外） 
上位所得者：基礎控除後の総所得金額が600万円を超える世帯 
非課税：住民税非課税世帯 

現役並み所得者 

一般（１割負担） 

区分Ⅱ 

区分Ⅰ 

７０
歳
以
上
の
人 

67万円 

56万円 

31万円 

19万円 

所得区分 限度額 

上位所得者 

一般 

非課税 

７０
歳
未
満
の
人 

126万円 

67万円 

34万円 

所得区分 限度額 

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
保
育
所（
園
）

に
入
所
を
希
望
す
る
乳
幼
児
を
募
集

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
出
産
予
定
や
育

児
休
業
明
け
な
ど
で
５
月
以
降
の
年

度
途
中
に
入
所
を
希
望
す
る
乳
幼
児

も
同
時
に
受
け
付
け
ま
す
。 

《
入
所
要
件
》 

　
入
所
で
き
る
の
は
、
保
護
者
や
同

居
親
族
が
児
童
を
家
庭
で
保
育
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
で
す
。 

①
い
つ
も
家
庭
の
外
で
働
い
て
い
る 

②
い
つ
も
家
庭
内
で
そ
の
児
童
と
離 

　
れ
て
、
日
常
の
家
事
以
外
の
労
働 

　
を
し
て
い
る 

③
出
産
の
前
後
で
あ
る 

④
病
気
や
負
傷
な
ど
で
育
児
が
で
き

　
な
い 

⑤
長
期
に
わ
た
り
、
病
人
や
障
害
者

　（
児
）な
ど
を
常
時
介
護
し
て
い
る 

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災

　
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る 

《
入
所
申
し
込
み
》 

　
申
し
込
み
は
、
１
月
６
日
貊
か
ら

17
日
貂
ま
で（
土
・
日
、祝
日
を
除
く
）

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。 

●
１
月
６
日
貊
〜
13
日
貊 

　
市
役
所
本
館
１
階
南
会
議
室 

●
１
月
16
日
豺 

　
綾
歌
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

●
１
月
17
日
貂 

　
飯
山
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
指
定
日
に
都
合
の
悪
い
人
は
、
期

間
中
、
子
育
て
支
援
課
、
各
市
民
総

合
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

　
申
込
書
は
、子
育
て
支
援
課
、各
市

民
総
合
セ
ン
タ
ー
、
各
保
育
所
（
園
）

に
あ
り
ま
す
。
受
付
期
間
内
で
あ
れ

ば
、
申
込
日
に
よ
る
優
先
順
位
は
あ

り
ま
せ
ん
（
た
だ
し
定
員
を
超
え
た

場
合
は
、
２
月
中
旬
に
選
考
）。 

対象児 保　育　所　名 

0～2歳児 虎岳 

0～3歳児 本島 

1～4歳児 飯山北第一、飯山南※2

0～5歳児 
城辰、恵城、ふたば乳児、誠心、 
丸亀ひまわり、ふたば西、ひつじヶ丘、 
ドルカス乳児、しおや保育所※1

1～5歳児 
中央、平山、土居、金倉、城南、 
原田、青ノ山、飯野、垂水、岡田、 
栗熊、富熊 

子育て支援課 蘂24-8808

保 育 所 
新 年 度 
入所案内 

臨時保育士募集 臨時保育士募集 

職 員 課  
蘂24-8802平成23年度市職員採用試験のお知らせ 

職　　種 人　数 年 齢 要 件  受 験 資 格 な ど  

昭和57年4月2日 
以後に生まれた人 

土 　 　 木  
（大学卒） 

2人程度 
大学（短期大学、高等専門学校を除く）で土木の専門課程を修めて卒
業した人（平成24年3月までに卒業見込みを含む）または同等の資格
があると認められる人 

昭和46年4月2日 
以後に生まれた人 

土 　 　 木  
（経験者対象） 

1人程度 

大学（短期大学、高等専門学校を除く）で土木の専門課程を修めて卒
業した人または同等の資格があると認められる人 
大学などを卒業後、民間企業などで土木（設計、施工管理、測量など）に
関する職務経験が5年以上であること※  

《受 付 期 間》1月5日貅～16日豺（ただし、郵送の場合は1月16日豺までの消印で「特定記録郵便」に限ります）     
《提   出   先》持参の場合は市役所本館4階職員課（土・日、祝日は除く）、郵送の場合は〒763-8501市職員課あて 
《第1次試験日》1月29日豸     
◆詳しくは、試験案内または市ホームページをご覧ください。試験案内および提出書類は、市案内所、綾歌・飯山市民総
　合センター、ハローワーク丸亀で配布します。また、市ホームページからもダウンロードできます。 
※5年以上の職務経験には、会社員、団体職員、公務員などで、土木工事の設計、施工管理、測量などの業務に1週間あ
　たり35時間以上従事していること。（平成24年3月末日時点） 
蘆職務経験が複数ある場合は、同一企業などで6か月以上継続したものについて通算できるものとします。 
蘆休職していた期間は通算しません。 
蘆最終合格決定後に、職務経験期間の確認のため、職歴証明書（雇用元などによる証明）を提出していただきます。    



パブリックコメント（意見募集） 

●意見の提出期限：1月4日貉から2月2日貅までに各担当課に提出（必着）。 
●資料の閲覧場所：市役所本館1階案内所、各担当課、市民総合センター、本島・広島市民センター、各コミュニティセ
　ンター、各図書館、各保健福祉センター、市ホームページなどに設置します。詳しくは市ホームページか各担当課へ。 
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●入札参加方法●入札参加方法 
　市役所案内所、管財課、各　市役所案内所、管財課、各

市民総合センターに設置する市民総合センターに設置する

「市有財産売払い参加案内書市有財産売払い参加案内書」

に必要事項を記入し、提出書に必要事項を記入し、提出書

類をそろえて管財課へ申し込類をそろえて管財課へ申し込

んでください。んでください。 

　同案内書は　同案内書は、市ホームページ

からもダウンロードできますからもダウンロードできます。 

●提出書類●提出書類 
蘆一般競争入札参加申込書お一般競争入札参加申込書お

　よび誓約書　よび誓約書 

蘆印鑑登録証明書印鑑登録証明書 

蘆住民票の写し（個人）また住民票の写し（個人）また

　は登記現在事項全部証明書　は登記現在事項全部証明書 

　（法人）　（法人） 

●締め切り●締め切り 
　１月　１月2727日貊まで（土・日、まで（土・日、

祝日および年末年始を除く午祝日および年末年始を除く午

前８時半～午後５時前８時半～午後５時1515分まで分まで。 

郵送の場合は必着）郵送の場合は必着） 

●入札参加方法 
　市役所案内所、管財課、各

市民総合センターに設置する

「市有財産売払い参加案内書」

に必要事項を記入し、提出書

類をそろえて管財課へ申し込

んでください。 

　同案内書は、市ホームページ

からもダウンロードできます。 

●提出書類 
蘆一般競争入札参加申込書お

　よび誓約書 

蘆印鑑登録証明書 

蘆住民票の写し（個人）また

　は登記現在事項全部証明書 

　（法人） 

●締め切り 
　１月27日貊まで（土・日、

祝日および年末年始を除く午

前８時半～午後５時15分まで。 

郵送の場合は必着） 

行政管理課 
蘂24-8841

管　財　課 
蘂24-8840

【入札執行】 
日時：１月31日貂午前10時 
場所：市役所別館3階企画財政部会議室 
※入札後、ただちに開札 
 

一般競争入札で 
市有地を売却します 
 

《入札予定市有地》 

所　在　地　番 地　目 

宅　地 

地積（㎡） 予定価格（円） 

富士見町一丁目997番470 

富士見町一丁目997番471 

富士見町一丁目997番472 

塩屋町三丁目1585番5 

北平山町二丁目211番6 

北平山町二丁目211番27 

山北町字道下732番20 

土器町西四丁目607番3

157.52 

155.19 

155.01 

200.16 

180.60 

200.62 

213.93 

222.46

5,907,000 

5,742,030 

5,735,370 

8,406,720 

9,210,600 

10,231,620 

9,626,850 

8,898,400

初
と
京
極
く
ん
の 

 

自
治
基
本
条
例 

教
室 

その4

  

京
極
　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
。

拙
者
の
今
年
の
目
標
は 

      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ご
ざ
る
。 

 

初
　
い
い
目
標
ね
。
ど
ん
な
方
法
で

参
画
す
る
の
？ 

 

京
極
　
実
は
そ
の
方
法
が
分
か
ら
な

い
の
で
ご
ざ
る
。 

 

初
　
そ
れ
な
ら
、
市
に
設
け
た
※

審
議

会
な
ど
の
委
員
に
な
る
の
は
ど
う
？ 

そ
こ
で
は
、
テ
ー
マ
に
興
味
の
あ
る

市
民
も
公
募

委
員
と
し
て

参
加
し
て
い

る
の
。 

京
極
　
で
も
、
む
ず
か
し
い
用
語
は

わ
か
ら
な
い
し
、
専
門
の
人
た
ち
と

一
緒
だ
と
場
違
い
な
気
が
…
…
。 

 

初
　
そ
れ
は
大
丈
夫
。
た
と
え
ば
自

治
推
進
委
員
会
で
は
15
人
中
４
人
が

公
募
委
員
で
、
そ
の
他
に
学
識
経
験

者
や
各
団
体
か
ら
推
薦
を
受
け
た
人
、

学
生
も
い
る
わ
。
い
ろ
ん
な
立
場
か

ら
の
意
見
が
必
要
な
の
。 

 

京
極
　
学
生
も
い
る
の
で
ご
ざ
る
か
。

拙
者
も
市
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
募
集
記
事
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

応
募
し
て
み
る
で
ご
ざ
る
。 

 

初
　
そ
う
ね
。
市
で
設
け
た
会
に
参

加
し
た
り
、
広
報
を
読
ん
だ
り
し
て
、

市
の
取
り
組
み
や
地
域
活
動
な
ど
に

興
味
を
も
つ
こ
と
も
ま
ち
づ
く
り
参

加
の
第
一
歩
よ
。 

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
の
計

画
、
条
例
案
な
ど
へ
の
意
見
募
集
）

に
応
募
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も
ね
。

市
は
受
け
付
け
た
意
見
を
す
べ
て
検

討
す
る
し
、
そ
の
結
果
も
公
表
し
て

い
る
の
よ
。 

　
詳
し
く
は
次
の
お
話
で
ね
。 

せ
っ 

し
ゃ 

市
の
会
議
に
参
加
し
て
み
る
!?
の
巻 

※市民や専門家の意見をまちづくりに反映させるため、法令や条例によって設置された市の附属機関 

平
成
２４
年
2
月
1
日 

経
済
セ
ン
サ
ス
―

活
動
調
査
を 

　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す 

 

経
済
セ
ン
サ
ス
っ
て 

何
だ
ろ
う
？ 

ど
ん
な 

調
査
？ 

調
査 

方
法
は
？ 

　経済活動の状況を明らか

にするため「経済の国勢調

査」として創設されたんだよ。 

　皆さんから提出
していただく調査
票は「統計法」に
基づき、調査内容
の秘密は厳守され
ますので、ご理解
とご協力をお願い
します。 

　
総
務
省
と
経
済
産
業
省
に
よ

り
、
店
や
工
場
、
会
社
な
ど
全

国
す
べ
て
の
事
業
所
や
企
業
を

対
象
に
、
日
本
の
産
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。 

　
名
称
や
所
在
地
、従
業
者
数
、

年
間
売
上
高
、
営
業
費
用
な
ど

を
調
査
し
ま
す
。 

①
調
査
員
に
よ
る
調
査 

蘆
支
店
を
持
た
な
い
店
や
工
場 

　
は
、
県
知
事
が
任
命
し
た
調

　
査
員
が
１
月
中
旬
か
ら
お
伺

　
い
し
ま
す
。 

②
国
・
都
道
府
県
・
市
に
よ
る

　
調
査 

蘆
支
店
が
あ
る
店
な
ど
は
、
郵

　
送
で
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。 

3
A

2
A

1
A

1
Q

2
Q

3
Q

？
 ？ ？ 

「丸亀市議会基本条例」（案） 

　市議会において、①開かれた議会、②審議を深める、

③政策提案型議会、④住民参加、⑤行政へのチェッ

ク強化を目指し作成した「丸亀市議会基本条例」（案）

について意見を募集します。 

●意見の提出方法 
　必要事項を記入し、郵送（〒763-8501議会事務局）、フ

ァクス（薨24-8867）、メール（gikai@city.marugame. 

lg.jp）、直接持参。 

議会事務局 蘂24-8828

「定住自立圏構想」取り組み内容 

　近隣市町と互いに連携・協力することによって効

果的なまちづくりを目指す「定住自立圏構想」にお

ける取り組みについて意見を募集します。 

●意見の提出方法 
　必要事項を記入し、郵送（〒763-8501政策課）、ファ

クス（薨24-8874）、メール（seisaku-k@city.maru 

game.lg.jp）、直接持参。 

政策課 蘂24-8839

「第6次丸亀市高齢者福祉計画および 
第5期丸亀市介護保険事業計画」（案） 

丸亀市健康増進計画 
「健やか まるがめ21」後期計画（案） 

　介護保険の運営や介護予防、高齢者福祉などの施

策に係る計画について意見を募集します。 

●意見の提出方法 
　必要事項を記入し、郵送（〒763-8501高齢者支援課）、

ファクス（薨24-8455）、メール（koreishashien-k@ 

city.marugame.lg.jp）、直接持参。 

高齢者支援課 蘂24-8807

　健やかに、いつまでも社会と共にいきいきと暮らし

続けることを目指した、健康づくりの取り組みや環境

を整備するための計画について意見を募集します。 

●意見の提出方法 
　必要事項を記入し、郵送（〒763-0034健康課）、ファ

クス（薨24-8830、メール（kenko-k@city.marugame. 

lg.jp）、直接持参。 

健康課 蘂24-8806



柞
原
町
　
西
野
　
節
子
さん 

健
康
健
康
は
歩
く
こ
と
か
ら 

健
康
は
歩
く
こ
と
か
ら 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

筱 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

城
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

　
城
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
健
康

づ
く
り
を
目
的
に
「
歩
け
歩
け
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
「
歩
け
歩
け
」
は
、
丸
亀
市

健
康
都
市
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
活

動
の
一
つ
と
し
て
始
ま
り
、
城
南
校

区
で
は
、
昭
和
58
年（
１
９
８
３
年
）

10
月
２
日
に
２
１
９
人
が
参
加
し
て

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
28
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、

延
べ
５
０
０
人
あ
ま
り
。
現
在
も
68

人
の
皆
さ
ん
が
歩
き
続
け
て
い
ま
す
。 

　
去
年
の
城
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ

り
で
も
推
進
行
事
が
行
わ
れ
、
た
く

さ
ん
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
な
か
に
は
、
こ
れ
ま
で
に

５
０
０
０
日
以
上
歩
い
た
と
い
う
人

も
い
て
、
そ
の
元
気
な
姿
に
は
驚
か

さ
れ
ま
す
。 

　
歩
く
こ
と
を
目
標
に
す
る
と
、
長

く
続
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
は
、
自
動
車
で
向
か
う
買
い

物
に
、
歩
い
て
出
掛
け
て
み
る
な
ど
、

ふ
だ
ん
の
生
活
に
歩
く
こ
と
を
取
り

入
れ
て
み
る
の
も
良
い
で
す
ね
。 

　
「
人
生
百
年
」
と
い
う
、
素
晴
ら

し
い
時
代
に
生
き
る
私
た
ち
。
心
身

と
も
に
健
康
で
、
楽
し
い
高
齢
者
社

会
を
築
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
「
歩

け
歩
け
」
を
み
ん
な
で
進
め
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

８２ 

　
家
族
の
夕
飯
作
り
が
日
課

の
池
田
さ
ん
。
食
卓
に
は
、

自
家
製
野
菜
で
作
っ
た
料
理

が
並
び
ま
す
。「
今
で
も
料
理

番
組
を
見
た
り
、
お
い
し
か

っ
た
料
理
の
レ
シ
ピ
を
考
え

て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
お

い
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て
く

れ
る
家
族
が
い
る
か
ら
、
作

り
が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

池
田
　
豊
子
さん 

（
三
条
町
・
８６
歳
） 

　
木
・
土
・
日
曜
に
城
西
小
学

校
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
指
導

し
て
く
れ
る
香
川
監
督
の
「
団

は
一
つ
」
の
言
葉
の
も
と
、
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
、
全
学

年
が
一
つ
に
な
り
、
一
生
懸
命

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。 

　
去
年
は
、
全
国
大
会
出
場
と

い
う
扉
を
開
き
、
今
年
は
連
覇

を
目
指
し
て
、
寒
い
冬
も
必
死

に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
団
員

も
随
時
募
集
中
で
、
低
学
年
の

子
ど
も
た
ち
も
大
歓
迎
！ 

　
お
笑
い
系
か
ら
イ
ケ
メ
ン
ま

で
、
楽
し
い
先
輩
た
ち
が
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

〈
連
絡
先
〉
宮
下
浩
生（
田
村
町
・
蘂

0
9
0
―
1
5
7
3
―
4
1
0
8
） 

丸
亀
城
西
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

まち・むら・しま筰 

１０ １１ 

柿本人麻呂の長歌の碑 

金倉川河口付近から塩飽の島を望む 

じ
ょ
う 

き
ょ
う 

お
ん
お
ん 

じ 

じ
ょ
う 

か
な
か
な 

く
ら
く
ら 

こ
ん
こ
ん 

ぞ
う
ぞ
う 

じ 

じ
ょ
う 

お
う
お
う 

い
ま
い
ま 

づ 

せ
き
せ
き 

ぞ
く
ぞ
く 

せ
き
せ
き 

ふ 

い
り
い
り 

も 

や 

づ
く
り

づ
く
り 

ま
つ
ま
つ 

え
い
え
い 

古
代
の
津
　
津
森
村

古
代
の
津
　
津
森
村
　
中
府
村
の
西

　
中
府
村
の
西

に
位
置
し
た
津
森
村
は
、
南
北
に
長

に
位
置
し
た
津
森
村
は
、
南
北
に
長

い
村
で
あ
っ
た
。
古
代
、
当
時
の
金

い
村
で
あ
っ
た
。
古
代
、
当
時
の
金

倉
川
に
つ
な
が
っ
た
四
条
川
の
河
口

倉
川
に
つ
な
が
っ
た
四
条
川
の
河
口

付
近
で
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
。
律
令

付
近
で
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
。
律
令

制
の
時
代
、
讃
岐
国
に
は
一
郡
に
一

制
の
時
代
、
讃
岐
国
に
は
一
郡
に
一

つ
公
用
の
港
（
津
）
が
置
か
れ
た
と

つ
公
用
の
港
（
津
）
が
置
か
れ
た
と

さ
れ
る
が
、
那
珂
郡
の
津
が
当
地
に

さ
れ
る
が
、
那
珂
郡
の
津
が
当
地
に

置
か
れ
、
津
の
役
人
で
あ
る

置
か
れ
、
津
の
役
人
で
あ
る「
津
守
」

津
守
」

が
地
名
の
由
来
と
い
わ
れ
る
。
中
津

が
地
名
の
由
来
と
い
わ
れ
る
。
中
津

万
象
園
に
柿
本
人
麻
呂
の
有
名
な
長

万
象
園
に
柿
本
人
麻
呂
の
有
名
な
長

歌
の
碑
が
あ
る
が
、
歌
の
中
で
人
麻

歌
の
碑
が
あ
る
が
、
歌
の
中
で
人
麻

呂
が
船
出
し
た
「
中
之
水
門
」
は
津

呂
が
船
出
し
た
「
中
之
水
門
」
は
津

森
の
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

森
の
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

津
森
天
神
社
付
近
の
地
に
「
宮
浦
」

津
森
天
神
社
付
近
の
地
に
「
宮
浦
」

の
小
地
名
が
残
り
、
古
代
海
岸
部
で

の
小
地
名
が
残
り
、
古
代
海
岸
部
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。 

　
江
戸
初
期
の
寛
永
国
絵
図
で
は
、

　
江
戸
初
期
の
寛
永
国
絵
図
で
は
、

柞
原
郷
に
属
し
津
守
と
記
さ
れ
て
い

柞
原
郷
に
属
し
津
守
と
記
さ
れ
て
い

る
。
る
。
『
西
讃
府
志
』
の
村
高
４
９
３

西
讃
府
志
』
の
村
高
４
９
３

石
余
、
反
別

石
余
、
反
別
51
町
９
反
余
（
う
ち
畑

町
９
反
余
（
う
ち
畑

５
町
７
反
余

５
町
７
反
余
）、
家
数
１
１
０

、
家
数
１
１
０
、人
数
人
数

４
１
２
。
京
極
氏
の
時
代
に
周
辺
十

４
１
２
。
京
極
氏
の
時
代
に
周
辺
十

数
か
村
で
津
森
組
が
形
成
さ
れ
、
当

数
か
村
で
津
森
組
が
形
成
さ
れ
、
当

村
庄
屋
が
大
庄
屋
を
兼
ね
た
。

村
庄
屋
が
大
庄
屋
を
兼
ね
た
。 

 

今
津
村

今
津
村
　
津
森
村
の
西
に
位
置
す
る

　
津
森
村
の
西
に
位
置
す
る

今
津
村
も
南
北
に
細
長
い
村
で
あ
る
。

今
津
村
も
南
北
に
細
長
い
村
で
あ
る
。

中
世
に
開
発
さ
れ
、
津
森
に
対
し
て

中
世
に
開
発
さ
れ
、
津
森
に
対
し
て

新
し
い
津
（
今
の
津
）
が
地
名
の
由

新
し
い
津
（
今
の
津
）
が
地
名
の
由

来
と
さ
れ
る
。
『
西
讃
府
志
』
の
村

来
と
さ
れ
る
。
『
西
讃
府
志
』
の
村

高
４
４
２
石
余
、
反
別

高
４
４
２
石
余
、
反
別
48
町
５
反
余

町
５
反
余

（
う
ち
畑
４
町
４
反
余

（
う
ち
畑
４
町
４
反
余
）、
家
数

、
家
数
93
、

人
数
４
１
５
。

人
数
４
１
５
。 

 

町
新
田

町
新
田
　
町
新
田
は

　
町
新
田
は
、津
森
の
西
南

津
森
の
西
南
、

田
村
の
北
に
位
置
し
た

田
村
の
北
に
位
置
し
た
。
『
西
讃
府

『
西
讃
府

志
』
に
は
、
承
応
年
間
（
１
６
５
０

志
』
に
は
、
承
応
年
間
（
１
６
５
０

年
代
）
に
塩
飽
島
よ
り
来
た
又
右
衛

年
代
）
に
塩
飽
島
よ
り
来
た
又
右
衛

門
（
岸
本
十
郎
重
綱
の
末
裔
）
が
開

門
（
岸
本
十
郎
重
綱
の
末
裔
）
が
開

作
し
た
と
伝
え
る
。
江
戸
時
代
を
通

作
し
た
と
伝
え
る
。
江
戸
時
代
を
通

じ
て
正
式
な
村
名
を
得
ず
、
町
新
田

じ
て
正
式
な
村
名
を
得
ず
、
町
新
田

や
丸
亀
新
興
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
同

や
丸
亀
新
興
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
同

誌
の
村
高
２
０
９
石
余
、
反
別

誌
の
村
高
２
０
９
石
余
、
反
別
21
町

９
反
余

９
反
余（
う
ち
畑
４
町
５
反
余

う
ち
畑
４
町
５
反
余
）、
家
、
家

数
27
、
人
数
１
１
５
。
現
代
で
は
整

、
人
数
１
１
５
。
現
代
で
は
整

理
さ
れ
た
が
、
近
代
の
新
田
町
の
中

理
さ
れ
た
が
、
近
代
の
新
田
町
の
中

に
は
他
町
の
飛
地
が
あ
っ
た
。

に
は
他
町
の
飛
地
が
あ
っ
た
。 

 

上
金
倉
村
・
下
金
倉
村

上
金
倉
村
・
下
金
倉
村
　
現
在
の
中

　
現
在
の
中

津
町
・
金
倉
町
か
ら
金
蔵
寺
町
（
善

津
町
・
金
倉
町
か
ら
金
蔵
寺
町
（
善

通
寺
市
）
一
帯
は
、
古
代
に
金
倉
郷

通
寺
市
）
一
帯
は
、
古
代
に
金
倉
郷

と
し
て
栄
え
た
地
で
あ
る
。
鎌
倉
時

と
し
て
栄
え
た
地
で
あ
る
。
鎌
倉
時 

代
初
め
に
は
上
下
二
郷
に
分
割
さ
れ

代
初
め
に
は
上
下
二
郷
に
分
割
さ
れ

た
（
金
倉
町
〜
金
蔵
寺
町
地
域
に

た
（
金
倉
町
〜
金
蔵
寺
町
地
域
に
上

金
倉
郷
、
中
津
町
地
域
に
下
金
倉
郷

金
倉
郷
、
中
津
町
地
域
に
下
金
倉
郷

が
成
立

が
成
立
）。中
世
文
書
に
は
園
城
寺
を

中
世
文
書
に
は
園
城
寺
を

領
主
と
す
る
「
金
倉
上
庄

領
主
と
す
る
「
金
倉
上
庄
」「
金
倉
下

金
倉
下

庄
」
の
名
が
み
え
る
。

庄
」
の
名
が
み
え
る
。 

　
寛
永
国
絵
図
に
は
、
す
で
に
金
倉

　
寛
永
国
絵
図
に
は
、
す
で
に
金
倉

村
の
名
が
見
え
、
１
３
３
６
石
の
村

村
の
名
が
見
え
、
１
３
３
６
石
の
村

高
が
示
さ
れ
て
い
る

高
が
示
さ
れ
て
い
る
。『
西
讃
府
志

『
西
讃
府
志
』

で
は
、
上
金
倉
村
（
現
・
金
倉
町
）

で
は
、
上
金
倉
村
（
現
・
金
倉
町
）

の
村
高
７
５
６
石
余
、
反
別

の
村
高
７
５
６
石
余
、
反
別
84
町
９
町
９

反
余
反
余（
う
ち
畑
３
町
９
反
余

う
ち
畑
３
町
９
反
余
）、
家
数

、
家
数

２
０
２
、
人
数
８
２
７
。
下
金
倉
村

２
０
２
、
人
数
８
２
７
。
下
金
倉
村

（
現
・
中
津
町

現
・
中
津
町
）の
村
高
６
３
５
石
余

の
村
高
６
３
５
石
余
、

反
別
反
別
73
町
６
反
余
（
う
ち
畑

町
６
反
余
（
う
ち
畑
19
町
１
町
１

反
余
反
余
）、
家
数
１
１
９

、
家
数
１
１
９
、人
数
４
８
６

人
数
４
８
６
。

下
金
倉
村
に
は
、
貞
享
５
年
（
１
６

下
金
倉
村
に
は
、
貞
享
５
年
（
１
６

４
８
年
）
丸
亀
藩
主
２
代
京
極
高
豊

４
８
年
）
丸
亀
藩
主
２
代
京
極
高
豊

に
よ
っ
て
別
館
が
建
設
さ
れ
た
。
現

に
よ
っ
て
別
館
が
建
設
さ
れ
た
。
現

在
は
中
津
万
象
園
と
称
さ
れ
、
回
遊

在
は
中
津
万
象
園
と
称
さ
れ
、
回
遊

式
大
庭
園
が
あ
り
、
安
永
年
間
（
１

式
大
庭
園
が
あ
り
、
安
永
年
間
（
１

７
７
０
年
代
）
の
建
築
と
伝
え
ら
れ

７
７
０
年
代
）
の
建
築
と
伝
え
ら
れ

る
御
茶
所
（
入
母
屋
造
茶
亭
と
母
屋

る
御
茶
所
（
入
母
屋
造
茶
亭
と
母
屋

２
棟
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

２
棟
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

金
倉
町
に
は
弥
生
時
代
前
期
環
濠
集

金
倉
町
に
は
弥
生
時
代
前
期
環
濠
集

落
で
あ
る
、
中
の
池
遺
跡
が
あ
り

落
で
あ
る
、
中
の
池
遺
跡
が
あ
り
、

前
期
の
土
器
の
ほ
か
石
包
丁

前
期
の
土
器
の
ほ
か
石
包
丁
・
石
鏃
石
鏃
・

石
斧
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

石
斧
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。 

　
近
代
に
入
っ
て
こ
の
５
村
に
塩
屋

　
近
代
に
入
っ
て
こ
の
５
村
に
塩
屋

村
を
加
え
た
地
に
六
郷
村
が
成
立
し

村
を
加
え
た
地
に
六
郷
村
が
成
立
し
、

「
六
郷
」
の
名
が
今
に
伝
え
ら
れ
て

「
六
郷
」
の
名
が
今
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】

い
る
。
【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

地
図
・
背
景
写
真
出
典
（
丸
亀
市
史
）

地
図
・
背
景
写
真
出
典
（
丸
亀
市
史
） 

古
代
の
津
　
津
森
村
　
中
府
村
の
西

に
位
置
し
た
津
森
村
は
、
南
北
に
長

い
村
で
あ
っ
た
。
古
代
、
当
時
の
金

倉
川
に
つ
な
が
っ
た
四
条
川
の
河
口

付
近
で
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
。
律
令

制
の
時
代
、
讃
岐
国
に
は
一
郡
に
一

つ
公
用
の
港
（
津
）
が
置
か
れ
た
と

さ
れ
る
が
、
那
珂
郡
の
津
が
当
地
に

置
か
れ
、
津
の
役
人
で
あ
る「
津
守
」

が
地
名
の
由
来
と
い
わ
れ
る
。
中
津

万
象
園
に
柿
本
人
麻
呂
の
有
名
な
長

歌
の
碑
が
あ
る
が
、
歌
の
中
で
人
麻

呂
が
船
出
し
た
「
中
之
水
門
」
は
津

森
の
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

津
森
天
神
社
付
近
の
地
に
「
宮
浦
」

の
小
地
名
が
残
り
、
古
代
海
岸
部
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。 

　
江
戸
初
期
の
寛
永
国
絵
図
で
は
、

柞
原
郷
に
属
し
津
守
と
記
さ
れ
て
い

る
。
『
西
讃
府
志
』
の
村
高
４
９
３

石
余
、
反
別
51
町
９
反
余
（
う
ち
畑

５
町
７
反
余
）、
家
数
１
１
０
、人
数

４
１
２
。
京
極
氏
の
時
代
に
周
辺
十

数
か
村
で
津
森
組
が
形
成
さ
れ
、
当

村
庄
屋
が
大
庄
屋
を
兼
ね
た
。 

 

今
津
村
　
津
森
村
の
西
に
位
置
す
る

今
津
村
も
南
北
に
細
長
い
村
で
あ
る
。

中
世
に
開
発
さ
れ
、
津
森
に
対
し
て

新
し
い
津
（
今
の
津
）
が
地
名
の
由

来
と
さ
れ
る
。
『
西
讃
府
志
』
の
村

高
４
４
２
石
余
、
反
別
48
町
５
反
余

（
う
ち
畑
４
町
４
反
余
）、
家
数
93
、

人
数
４
１
５
。 

 

町
新
田
　
町
新
田
は
、津
森
の
西
南
、

田
村
の
北
に
位
置
し
た
。
『
西
讃
府

志
』
に
は
、
承
応
年
間
（
１
６
５
０

年
代
）
に
塩
飽
島
よ
り
来
た
又
右
衛

門
（
岸
本
十
郎
重
綱
の
末
裔
）
が
開

作
し
た
と
伝
え
る
。
江
戸
時
代
を
通

じ
て
正
式
な
村
名
を
得
ず
、
町
新
田

や
丸
亀
新
興
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
同

誌
の
村
高
２
０
９
石
余
、
反
別
21
町

９
反
余（
う
ち
畑
４
町
５
反
余
）、
家

数
27
、
人
数
１
１
５
。
現
代
で
は
整

理
さ
れ
た
が
、
近
代
の
新
田
町
の
中

に
は
他
町
の
飛
地
が
あ
っ
た
。 

 

上
金
倉
村
・
下
金
倉
村
　
現
在
の
中

津
町
・
金
倉
町
か
ら
金
蔵
寺
町
（
善

通
寺
市
）
一
帯
は
、
古
代
に
金
倉
郷

と
し
て
栄
え
た
地
で
あ
る
。
鎌
倉
時 

代
初
め
に
は
上
下
二
郷
に
分
割
さ
れ

た
（
金
倉
町
〜
金
蔵
寺
町
地
域
に
上

金
倉
郷
、
中
津
町
地
域
に
下
金
倉
郷

が
成
立
）。中
世
文
書
に
は
園
城
寺
を

領
主
と
す
る
「
金
倉
上
庄
」「
金
倉
下

庄
」
の
名
が
み
え
る
。 

　
寛
永
国
絵
図
に
は
、
す
で
に
金
倉

村
の
名
が
見
え
、
１
３
３
６
石
の
村

高
が
示
さ
れ
て
い
る
。『
西
讃
府
志
』

で
は
、
上
金
倉
村
（
現
・
金
倉
町
）

の
村
高
７
５
６
石
余
、
反
別
84
町
９

反
余（
う
ち
畑
３
町
９
反
余
）、
家
数

２
０
２
、
人
数
８
２
７
。
下
金
倉
村

（
現
・
中
津
町
）の
村
高
６
３
５
石
余
、

反
別
73
町
６
反
余
（
う
ち
畑
19
町
１

反
余
）、
家
数
１
１
９
、人
数
４
８
６
。

下
金
倉
村
に
は
、
貞
享
５
年
（
１
６

４
８
年
）
丸
亀
藩
主
２
代
京
極
高
豊

に
よ
っ
て
別
館
が
建
設
さ
れ
た
。
現

在
は
中
津
万
象
園
と
称
さ
れ
、
回
遊

式
大
庭
園
が
あ
り
、
安
永
年
間
（
１

７
７
０
年
代
）
の
建
築
と
伝
え
ら
れ

る
御
茶
所
（
入
母
屋
造
茶
亭
と
母
屋

２
棟
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

金
倉
町
に
は
弥
生
時
代
前
期
環
濠
集

落
で
あ
る
、
中
の
池
遺
跡
が
あ
り
、

前
期
の
土
器
の
ほ
か
石
包
丁
・
石
鏃
・

石
斧
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。 

　
近
代
に
入
っ
て
こ
の
５
村
に
塩
屋

村
を
加
え
た
地
に
六
郷
村
が
成
立
し
、

「
六
郷
」
の
名
が
今
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

地
図
・
背
景
写
真
出
典
（
丸
亀
市
史
） 

な 

な
か 

な
か 

み
な 

の 

と 

ば
ん 

く 

せ
い 

さ
ん 

ふ 

し 

ば
ら 

え
ん 

し
ょ
う 

づ 

か 

つ
の 

も
り 

ま
つ 

え
い 

じ
ょ
う 

き
ょ
う 

お
ん 

じ 

じ
ょ
う 

か
な 

く
ら 

こ
ん 

ぞ
う 

じ 

じ
ょ
う 

お
う 

い
ま 

づ 

せ
き 

ぞ
く 

せ
き 

ふ 

い
り 

も 

や 

づ
く
り 



12.13

丸亀城で「すす払い」 
　正月の準備を始める行事「事始
め」の一環として、大掃除をする
「すす払い」が丸亀城やJR丸亀駅
構内で行われました。観光関係施
設を清掃し、観光客を気持ちよく
迎えようと平成18年から実施し
ており、今年で6回目。市観光協
会の職員ら6人が約3～7襷の笹
ぼうきで1年間に溜まったほこり
や、クモの巣などの汚れを取り除
き、正月を迎える準備をしました。 

蜻
長
い
笹
ぼ
う
き
に
苦
戦
す
る
職
員
ら 

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

時　　間 

問い合わせは、地域振興課 蘂24-8809

相談場所 

これからもミモカをよろしく 20周年記念祭 
　開館20周年を迎えた猪熊弦一郎現代美術館が、工事
のため休館中（2月3日まで）の館内を特別に開館し、記
念イベント「祝20祭」を開催しました。ラップグループ・
スチャダラパーのライブや大道芸の披露のほか、京都の
ホテルで約30年ぶりに見つかった猪熊氏の壁画「都市
流動」を1日限定で展示。多彩な企画で1万人以上の来
場者の目を楽しませていました。 

蜷
幕
開
け
セ
レ
モ
ニ
ー
も
華
々
し
く 

11.22

11.23

12.1

全国のご当地“里山富士”と交流 
　讃岐富士の愛称で親しまれる飯野山をはじめ、
「○○富士」と呼ばれる全国各地の里山関係者が
集まり「第１回全国里山富士サミット」が開かれ
ました。参加者は「里山富士と日本の心」と題し
た講演や「観光および地域振興における里山の役
割」のシンポジウム、丸亀市にゆかりのある北海
道京極町・山崎町長の事例発表などを聞き、里山
の魅力を再発見していました。 

蜻
蝦
夷
富
士（
羊
蹄
山
）に
つ
い
て
語
る
山
崎
町
長 

蜻
よ
い
し
ょ
！
と
餅
つ
き
に
挑
戦 

餅つきで一足早いお正月 
　飯綾商工会青年部らが、昔な
がらの臼ときねを使って、飯山
町や綾歌町内の保育所、幼稚園
など計10か所を餅つき奉仕のた
め巡回しました。あやうた幼稚
園では、3～5歳の152人の園
児と餅つきを実施。「よいしょ
よいしょ｣と、元気な掛け声の
なか楽しんでいました。つきた
ての餅を食べた園児は「甘くて
おいしい」「やわらかい」などと、
うれしそうにほおばっていまし
た。 

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 111月 月 月 

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・子育て支援課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、譖宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・丸亀ボランティア協議会 蘂22-7625

赤ちゃん健診 
母子保健 
成人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

 
健　康　課 

 
地域振興課 

 
蘂24-8806

障害者（児）相談 

人権相談 

定例農家相談 

認知症専門相談 

福　祉　課 

人　権　課 

農業委員会 

地域包括支援センター 

蘂24-8805 

蘂24-8811 

蘂24-8826 

蘂24-8933

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

無料法律相談 
司法書士相談 

社会福祉協議会 蘂22-5700

 
蘂24-8809

１２ 

□内 　おおつか内科医院 蘂22-3667  
□整 　整形外科・小児科安藤医院 蘂22-54961 日 

岩本病院 蘂28-6311  
□内 　宮井内科医院 蘂98-7007※ 2 月 

麻田総合病院 蘂23-5555  
□外 　しげのぶ医院 蘂86-63559 月 

□外 　大西外科医院 蘂22-5627 
□小 　おかだ小児クリニック 蘂58-07073 火 

4 水 

5 木 

6 消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談　■飯・栗熊 ◯コ　午前9時～正午 金 

7 土 

21土 

28土 

8 日 

□内 　大西内科循環器科医院 蘂98-2455  
□外 　中野外科胃腸科医院 蘂25-2525  
□循 　中山クリニック 蘂24-3000 
□歯 　阿賀歯科医院（善通寺市）蘂62-0391 午前9時～正午 

10火 
定例農家相談　■市 　午前9時～正午  
無料法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806）  
歩行プール夜間説明・男●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
障害者（児）相談 栗熊 ◯コ　午後1時半～3時  
認知症専門相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8933） 
歩行プール夜間説明・女●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時半～11時半 

11水 

12 無料法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 木 

13 消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809） 金 

14土 

15日 
□内 　須　内科医院 蘂23-1030  
　脳外 　岸川脳神経外科 蘂25-2828  
□歯 　千代歯科医院（善通寺市）蘂62-0608 午前9時～正午 
子育て一日相談 垂水◯コ 蘂28-5520

29日 
□内 　吉田病院 蘂22-8101  
□整 　石川整形外科クリニック 蘂23-8100  
□眼 　みさき眼科クリニック 蘂98-7773  
□歯 　　尾歯科医院（善通寺市）蘂62-5000 午前9時～正午 
子育て一日相談 富熊◯コ 蘂86-5224

16月 行政相談　■市・■飯 　午前10時～正午 

17火 3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 

18 無料法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 水 

20 消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午 金 

26 3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
離乳食講習　●飯 　午前10時～11時半 木 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障害者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

19木 

□内 　岸本医院 蘂22-5629 
□外 　平川クリニック 蘂98-0710 
□整 　川井整形外科クリニック 蘂23-4010 
□歯 　ちよ歯科医院（善通寺市）蘂62-0617 午前9時～正午 
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時～正午 

22日 

23月 栄養相談　●飯 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 

27金 3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

24火 司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 

25水 

30月 離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半 

31火 

ささ 

た 

え 

ぞ 

※広報丸亀12月号において、1月2日豺の休日当番医を□外宮井内科医院と記載
　していますが、正しくは□内宮井内科医院でした。訂正しお詫びいたします。 

住　所　丸亀市（　　　　　）町 

年　齢　10代・20代・30代・40代・50代・60代以上 

性　別　男・女 

有効期間/平成24年2月4日（土）～12月24日（月）（休館日を除く） 

─アンケート─ 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 

ご招待券 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755　 
　丸亀市猪熊弦一郎現代美術館の展覧会をご覧いただけ
る招待券を差し上げます。アンケートの欄に記入した招
待券を切り取って、美術館に持参してください。なお、
使用できるのは有効期間内に１回のみです。 

（1枚につき一人1回限り） 

無料招待券を進呈 
　
讃
岐
凧
天
揚
会
の
会
長
、
小
野
善

光
さ
ん
（
綾
歌
町
）
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
、
小
春
日
和
の
丸
亀
城
「
藩

主
玄
関
御
門
」
で
、
本
丸
を
仰
ぎ
な

が
ら
撮
影
し
ま
し
た
。 

　
和
凧
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
武

者
絵
「
源
平
合
戦
」
で
す
。
朝
の
光

を
い
っ
ぱ
い
受
け
て
、
今
に
も
天
に

舞
い
上
が
り
そ
う
で
す
。 

　
伝
統
的
和
凧
を
次
代
に
伝
え
よ
う

と
、
後
継
者
の
育
成
に
懸
命
な
小
野

さ
ん
は
「
今
回
の
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
で
も
展
示
さ
れ
光
栄
で
す
。
皆

さ
ん
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
凧
作
り

を
教
え
て
い
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の

目
が
輝
い
て
来
る
ん
で
す
」と
笑
顔
。 

今

月

の

表

紙
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1月 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

事　故  141件 

死　者  1人 

負傷者  184人 

人　口 110,737人（＋44） 
　男　  53,784人（＋29） 
　女　  56,953人（＋15） 
世帯数　43,518世帯（＋60） （納期は1月10日～1月31日） 

市県民税/4期分 
介護保険料/6期分 

国民健康保険税/6期分 
後期高齢者医療保険料/7期分 

救 急 出 動  430件 

火災の発生  1件 

 

《企画展》 
「顔 そのかたちと色彩展」 

日時＝1月21日貍～ 
　　　　3月11日豸 
　　　午前9時半～ 
　　　　午後4時半 
場所＝資料館 
　　　1階展示室 
入館無料  月曜休館 

　農業用軽油の 
　免税申請 
■時2月1日貉、2日貅 
■所市役所南館１階会議室 
■対2月末で免税証の期 

　限が切れる人 
■他県税事務所からの書類一式、印鑑、
　領収書などを持参 
■問農林水産課 蘂24-8845 
　◯綾業務担当 蘂86-5516 
　◯飯業務担当 蘂98-7957

蘂22-5366資料館だより 

1月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

BPまるがめ・BP朝倉のみで発売 ※日程が変更になる場合があります 

丸亀市議会議長杯 デイリースポーツカップ 丸亀開催 
（ナイター） 
デイ 

場外発売 
ナイター 
場外発売 

GⅠ尼崎尼崎5959周年周年 GⅠ尼崎59周年 GⅠ唐津58周年 一般競走 
（鳴門） 

一般競走 
（蒲郡） 

オール女子 
（尼崎） 

一般競走 
（鳴門） 

GⅠ第26回 
新鋭王座決定戦（芦屋） 

3029282726252423222120191817
日 

16
土 

15
金 

14
木 

131211
日 土 金 木 水 火 祝 日 月 火 水 土 金 木 日 土 木 木 水 火 月 日 水 火 休 

31
火 月 

10987654321

開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　（入館は午後5時半まで） 

〈次回の展覧会のお知らせ〉 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

猪熊弦一郎展 

ミモカは2月3日貊まで 
施設改修工事のため休館します。 

2月4日貍～3月4日豸 

ミモカが所蔵する猪熊弦一郎の作品の中か
ら、紙に描かれた楽しい作品をご紹介します。 

1月29日豸午後2時開演 
演奏＝丸亀シティフィルハーモニック 
　　　オーケストラ（MCO） 
指揮＝守山俊吾 
●入場料＝一般2000円ほか（全席自由席） 

URL http://www.marugame-kyotei.jp/

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容  
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

市の動き（12月1日現在）前月比 交通事故（11月） 救急・火災件数（11月） 

蘂23-4141 
（火曜休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

好評発売中 

好評発売中 

好評発売中 

《市民会館》 

１４ １５ 

まるがめクラシックギャラリーコンサート 
オペラ「ヘンゼルとグレーテル」全幕上演 

千昌夫・新沼謙治・和田青児 
チャリティーショー 

第10回 

　音楽の絵本クールブラス公演 
■時3月24日貍午後1時半開演 
■所市民会館大ホール 
■内動物たちによる不思議なビッグバ
　ンドコンサート 
■料当日2500円、前売り2200円、ペ
　ア前売り4000円（全席自由、3歳
　以上チケット必要） 
■申1月8日豸から文化協会 蘂24-88 
　22 
 
 
 
 
 
 

　健康教室 
　生活習慣を見つめ直してみませんか。 
《糖尿病が気になる人編》 
●1回目 
■時1月12日貅午後1時半～3時半 
■所飯山総合保健福祉センター 
■内病気と歯についての話 
●2回目 
■時1月19日貅午前10時～午後2時 
■所綾歌保健福祉センター 
■内食事の話と調理実習 
■定30人 
■料300円（材料費） 
■他米半合、エプロン、タオル、三角
　巾持参 
■申1月12日貅までに、健康課 蘂24- 
　8806 
●3回目 
■時1月26日貅午後1時半～3時半 
■所飯山総合保健福祉センター 
■内運動（実技） 
■他運動しやすい服装で参加 
■問健康課 蘂24-8806 

 
 

　指名願いの追加受け付け 
　平成24年度の建設工事、コンサル
タント業務、物品・役務提供の入札
参加の指名願いを受け付けます。 
■時1月16日豺～27日貊（土・日曜を除
　く）午前9時半～11時、午後1時～3
　時半（郵送の場合、期間内に必着） 
■所市役所別館3階第2会議室 
■他市ホームページ「入札・契約」から
　ダウンロードするか管財課で配布
　する「申請要領及び申請書」が必要 
■問管財課 蘂24-8944 

　税務課から 
《国保の新年度用保険証》 
　平成23年度国民健康保険税を1
月末までに完納していない場合、4
月1日からの新年度用保険証は有効
期限の短いものを送付することにな
ります。2月以降に完納しても、当
初送付分は短期証になりますので納
期内に納付をお願いします。 
　納期後に遅れて完納した場合は、

短期証を税務課に持参していただき、
長期証との交換になります。 
■問税務課 蘂24-8859 
《1月31日までに償却資産の申告を》 
　1月1日現在で、市内に事業用償
却資産（①構築物②機械及び装置③
船舶④車両及び運搬具⑤工具、器具
及び備品）を所有している人は、1
月31日貂までに、税務課へ償却資産
申告書を提出してください。申告書
が届いていない人は税務課に連絡し
てください。 
■問税務課 蘂24-8859 

　湯舟道の休業 
　工事のため1月11 
日貉～3月31日貍ま 
で休業します。 
■問社会福祉協議会 蘂22-5700 

　文化財防火演習 
　第58回文化財防火デーに先立ち、
防火演習を行います。 
■時1月25日貉午前9時～10時 
■所丸亀城大手門 
■問教育委員会総務課 蘂22-6278

一般競走 
（蒲郡） 

猪熊弦一郎《伝書鳩》 1985年 狡公益財団法人ミモカ美術振興財団 

1月28日貍午後6時開演 
●入場料＝6500円（全席指定席） 

3月17日貍午後2時開演 
●入場料＝4000円ほか（全席指定席） 

2月16日貅午後3時半開演 
●入場料＝Ｓ5500円ほか（全席指定席） 

《市民会館》 

《アイレックス》 
T.M.Revolutionコンサート 

桂文珍 全国独演会ツアー 

4月6日貊午後2時、6時開演 
●入場料＝Ｓ7000円ほか（全席指定席） 

早乙女太一 全国ツアー2012

　市営住宅の入居者 
　2月1日貉から7日貂まで（土・
日曜を除く）受け付けます。詳しく
は広報2月号をご覧ください。 
　中堅所得者世帯向けの市営住宅（富
士見団地の一部、平山ハイツ）は、
随時募集しています。家賃は5万～
6万5千円。広さは70～84㎡。 
■問住宅課 蘂24-8814 
　◯綾業務担当 蘂86-5516 
　◯飯業務担当 蘂98-7957 
 
 

　冬のため池探検隊 
　バードウオッチング 
■時2月4日貍午前9時～11時半 
　（悪天候の場合は中止） 
■所宮池周辺（土器町） 
■定30人（申込順） 
■料無料 
■他小学生以下は保護者同伴 
■申1月31日貂までに、環境課 蘂24-
　8836 

　明るい選挙啓発ポスター作品展 
■時1月21日貍～29日豸  
■所ゆめタウン丸亀2階展示スペース 
■内県入選作品100点展示 

■問選挙管理委員会事務局 蘂24-8825 

　東小川児童センターから 
●正月遊び・かるたで遊ぼう 
■時1月14日貍午前10時半～11時半 
■対幼児・小学生、保護者 
●たこ揚げ週間 
■時1月16日豺～21日貍午前10時半
　～11時半 
■所同センター 
■対幼児、小学生、保護者 
■内手作りのたこで、たこ揚げをしよう 
■問同センター 蘂56-8778 

　生涯学習センターから 
●餅つき大会 
■時1月14日貍午前10時～11時半 
■所同センター玄関前（雨天時は駐車場） 
■定100人（餅がなくなり次第終了） 
■料無料 
●親と子の音楽サロン～親子で楽し
　む本物のクラシックコンサート～ 
■時1月15日豸～3月まで毎月2回午
　前10時～10時40分 
■所同センター5階音楽室 
■対3歳から入学前の子どもと保護者 
■定15組 
■料3000円（6回分） 
■他ピアニスト田村真穂さんによる演奏 
■申同センター 蘂23-1091 
●和凧づくり 
■時1月22日豸午前10時～正午 
■所同センター5階小ホール 
■対小中学生 
■料500円 
■他午後からたこ揚げを実施 
■申同センター 蘂23-1091 

　3．11から学ぶ！ 今、私たちができる 
　「心備え」＝地域力 
　防災に女性の視点を取り入れる活

動をしている、仙台市のNPO法人
宗片恵美子代表による防災講演会。 
■時1月25日貉午前10時～11時半 
■所ひまわりセンター4階研修会議室 
■定200人 
■他手話通訳、託児あり（無料、定員
　8人） 
■問人権課 蘂24-8823 

　児童館から 
●鬼さんの豆いれを作ろう 
■時1月21日貍、22日豸 
　午前10時半～11時半 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■定各10人 
■内かわいい鬼のバッグ作り 
■料無料 
■申児童館 蘂23-1091 
●フルーツポンチさんのおはなし会 
■時1月26日貅午前10時半～11時 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■料無料 
■問児童館 蘂23-1091 

　飯山総合学習センターから 
●眠っていませんか　 
　あなたのお宅のひな人形 
　3月4日豸に開催する「ふれあい
ひなまつり」にあわせて、2月21日
貂～3月4日豸に展示するひな人形
をお貸しください。 
■問同センター 蘂98-3319 
●和紙ちぎり絵講座 
■時1月28日貍午前9時半～正午 
■所同センター2階和室 
■内金屏風むつみ雛のちぎり絵 
■料1260円（材料費） 
■他はさみ持参 
■申同センター 蘂98-3319

わ だこ 

びょう ぶ ひな 

市長杯争奪 
BOAT RACE 
まるがめ大賞 

ボートピア 
朝倉開設 
19周年記念 

宮
島
周
年 

中讃ケーブルビジョン１７chでも放送中 

募 集  

催 し  

お 知らせ 

電話投票番号／15＃ 

日　時 午前9時～正午 午後1時～4時 

垂水･川西 飯野･郡家･三条 

金倉･中津･新田･土器 今津･田村･塩屋･原田･津森･山北･柞原･その他 

綾歌･飯山地区は各市民総合センターで随時受け付けています。 

※混雑を避けるために日時指定していますが、指定日時に来庁できない人は、他の時間 
　帯でも受け付けます。 

2月1日貉 

2月2日貅 



太陽光発電 

エアコン・エコキュートの施工 

宮野宮野病院病院 

みやの外来外来クリニック 

丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171

TEL25-2444

http://www.miyano-hp.com

蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科 

■内　科 

看護師 
募集中 

関連 
施設 

ＴＥＬ0877-24-0813 FAX0877-24-8715

簡易裁判訴訟代理等関係事務認定事務所 
香川県リーガルサポート会員（成年後見関係） 

【司法書士、土地家屋調査士、行政書士】   代表者  松岡　修 

松岡法務総合事務所 

笊お客様の話をじっくり聞くようにしています。 
笆お客様の立場に立って仕事に取り組むようにしています。 
笳お客様が安心して暮らせるよう、仕事に誠実に取り組むようにしています。 
笘どんな些細なことにも真剣に取り組むようにしています。 

〒762-0032 丸亀市城西町一丁目6番7号 
丸亀高校西側県道沿い（武道館北側） 

モ
ッ
ト
ー 

不動産登記（測量、相続・遺言関係など） 

会社、法人登記（設立など） 債務整理、過払い金関係など 

裁判事務関係など 成年後見関係 相談業務 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 
１６ １７ 

■時
日
時 
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容 
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金 
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そ
の
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申
し
込
み 

■問
問
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合
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確
定
申
告
は
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a
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国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し

た
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
申
告
・
納
税

な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

） 

 

預
金
保
険
制
度 

　
同
制
度
は
、
金
融
機
関
が
破
綻
し

た
時
に
預
金
の
う
ち
一
定
の
額
を
保

護
す
る
制
度
で
す
。
当
座
預
金
な
ど

は
、
全
額
保
護
さ
れ
、
一
般
の
預
金

は
一
人
当
た
り
元
本
1
0
0
0
万
円

ま
で
と
そ
の
利
息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。 

■問
四
国
財
務
局
（
蘂
0
8
7
―
8
3
 

　
1
―
2
1
3
1
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平
成
２４
年
度
善
通
寺
看
護
学
校
学
生 

■時
1
月
２６
日
貅 

■所
同
校 

■対
高
校
を
卒
業
し
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人
か
見
込
み
の
人 

■内
国
語
総
合
・
現
代
文
、
英
語
Ⅰ
・ 

　
Ⅱ
、
数
学
Ⅰ
、
面
接 

■申
1
月
4
日
貉
〜
１７
日
貂
ま
で
に
、

　
同
校
（
蘂
6
2
―
3
6
8
8
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国
民
年
金
基
金
相
談
の
お
知
ら
せ 

■時
1
月
２６
日
貅
午
前
１０
時
〜
午
後
4
時 

■所
市
役
所
本
館
１
階
相
談
室 

■問
香
川
県
国
民
年
金
基
金
（
薔
0
1

　
2
0
―
6
5
―
4
1
9
2
） 

 

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会 

　
交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

遭
っ
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
被
疑
者

を
起
訴
（
裁
判
に
か
け
る
こ
と
）
し

て
く
れ
な
い
、
納
得
で
き
な
い
…
…

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
人
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■問
丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局
（
蘂
2
 

　
3
―
5
2
8
1
） 

酒
害
家
族
教
室 

■時
1
月
１７
日
貂
午
後
2
時
半
〜
4
時
、

　
２４
日
貂
午
後
2
時
半
〜
4
時 

■所
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
3
階
研
修
室 

■対
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱
え
る
家
族 

■内
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
講
義
な
ど 

■料
無
料 

■申
1
月
6
日
貊
ま
で
に
、
同
事
務
所

　
（
蘂
2
4
―
9
9
6
3
） 

 

保
育
所
就
職
相
談
会 

■時
1
月
8
日
豸
午
後
1
時
〜
5
時 

　
（
受
け
付
け
は
午
後
4
時
ま
で
） 

■所
県
立
文
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル（
高

　
松
市
）、
東
隣
に
駐
車
場
あ
り 

■対
保
育
士
か
看
護
師
資
格
を
持
ち
、

　
保
育
所
に
就
職
を
考
え
て
い
る
人 

■問
県
子
育
て
支
援
課
（
蘂
0
8
7
―

　
8
3
2
―
3
2
8
8
） 

 
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス 

導
入
セ
ミ
ナ
ー 

■時
1
月
２３
日
豺
午
後
1
時
半
〜
4
時

　
４５
分 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
4
階 

■対
中
小
企
業
経
営
者
、
人
事
労
務
管

　
理
者 

■定
５０
人
（
申
込
順
） 

■内
渥
美
由
喜
さ
ん
に
よ
る
講
演
や
、導

　
入
セ
ミ
ナ
ー
、助
成
金
の
説
明
な
ど 

■料
無
料 

■申
1
月
１８
日
貉
ま
で
に
会
社
、氏
名
、

　
連
絡
先
を
記
入
し
、（
薨
0
8
7
―

　
8
1
6
―
5
5
8
2
）
か
メ
ー
ル

　（jim
u
kyo
ku
@
n
p
o
-w
a
h
a
h
a
. 

　n
e
t

）
で
N
P
O
法
人
わ
は
は
ネ

　
ッ
ト
事
務
局
（
蘂
0
8
7
―
8
2
 

　
2
―
5
5
8
9
） 

 

エ
コ
丸
工
房
へ
行
こ
う 

●
木
工
講
座
「
お
ひ
な
さ
ま
」 

■時
1
月
１５
日
豸
午
前
9
時
半
〜
１１
時
半 

■所
ク
リ
ン
ト
ピ
ア 

　
丸
亀 

■定
１０
人 

■料
2
0
0
円
か
ら 

●
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る
紙
す
き
体
験 

■時
1
月
２１
日
貍
午
前
１０
時
〜
１１
時
半 

■所
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀 

■対
一
般
、
親
子
向
け 

■定
5
組
（
5
人
） 

■他
牛
乳
パ
ッ
ク
2
個
、
折
り
紙
な
ど

　
持
参 

●
古
布
と
貝
で
作
る
「
お
福
さ
ん
」 

■時
1
月
２２
日
豸
午
前
9
時
半
〜
１１
時
半 

■所
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀 

■定
１０
人 

■料
2
0
0
円 

●
ガ
ラ
ス
で
作
る
赤
ち
ゃ
ん
の
足
型 

■時
1
月
１５
日
豸
、
２９
日
豸（
要
予
約
） 

■所
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀 

■対
足
の
サ
イ
ズ
が
１２
詢
以
下
の
赤
ち

　
ゃ
ん 

■料
8
0
0
0
円 

■申
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
（
蘂
5
6
―

　
1
1
4
4
） 

第
6
回
園
芸
講
習
会 

「
バ
ラ
の
冬
期
せ
ん
定
講
習
会
」
 

■時
1
月
２２
日
豸
①
午
前
9
時
半
〜
正

　
午
、
②
午
後
1
時
半
〜
4
時 

■所
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所
（
坂

　
出
市
番
の
州
公
園
） 

■定
各
２０
人
（
申
込
順
） 

■内
バ
ラ
を
咲
か
せ
る
た
め
の
講
習
、

　
実
習 

■料
無
料 

■申
1
月
１３
日
貊
ま
で
に
郵
便
、
フ
ァ

　
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
受
け
付
け（
①
、

　
②
の
ど
ち
ら
か
記
入
）。坂
出
緩
衝

　
緑
地（
蘂
4
5
―
6
8
2
0
、薨
4
 

　
3
―
5
2
1
3
）、〒
7
6
2
―
0
 

　
0
6
3
坂
出
市
番
の
州
公
園
5
番 

　
地
、メ
ー
ル（ka

n
s
yo
u
ryo
ku
ti

　@
rh
yth
m
.o
c
n
.n
e
.jp

） 

 

高
松
法
務
局
か
ら 

●
土
地
の
筆
界
に
関
す
る
相
談
所 

■時
2
月
8
日
貉
午
前
１０
時
〜
午
後
5

　
時
（
要
予
約
） 

■所
同
局
丸
亀
支
局
3
階
会
議
室 

■申
1
月
２３
日
豺
〜
2
月
3
日
貊
ま
で

　
の
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま

　
で
に
同
局
筆
界
特
定
室
（
蘂
0
8
 

　
7
―
8
5
1
―
6
3
8
4
） 

●
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所 

■時
2
月
１２
日
豸
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時 

■所
同
局
丸
亀
支
局 

■内
登
記
、戸
籍
・
国
籍
、供
託
、人
権
、

　
公
証
事
務
な
ど
の
相
談 

■問
同
局
民
事
行
政
調
査
官
室
（
蘂
0
 

　
8
7
―
8
2
1
―
6
3
4
2
） 

 

浪
速
の
カ
リ
ス
マ
添
乗
員 

平
田
進
也
講
演
会 

■時
1
月
２４
日
貂
午
後
2
時 

■所
ス
ペ
ー
ス
1
1
4（
本
町
） 

■定
８０
人 

■内
プ
ロ
が
教
え
る
観
光
需
要
の
掘
り

　
起
こ
し
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化 

■料
無
料 

■問
文
化
観
光
課（
蘂
2
4
―
8
8
1
6
） 

 

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会 

■時
1
月
２８
日
貍
午
後
2
時
〜
4
時 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階
研
修
会

　
議
室 

■内
高
松
平
和
病
院
・
真
鍋
等
副
院
長

　
に
よ
る
人
工
関
節
の
話 

■料
無
料 

■問
R
A
ほ
の
ぼ
の
会
・
松
田
さ
ん（
蘂

　
2
2
―
2
5
8
2
） 

   

香
川
県
委
託
事
業
介
護
人
材
就
活
支
援 

■時
1
月
１６
日
豺
〜
２０
日
貊
午
前
１０
時

　
〜
午
後
4
時
（
全
5
回
） 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー 

■対
介
護
職
に
就
職
を
希
望
す
る
人
や

　
興
味
が
あ
る
人 

■定
２０
人
（
申
込
順
） 

■内
自
己
分
析
、
模
擬
面
接
、
介
護
体

　
験
な
ど 

■料
無
料 

■他
午
後
4
時
〜
5
時
は
相
談
会
開
催 

■申
㈱
セ
シ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
＆
ス
タ
ッ

　
フ
ィ
ン
グ
就
活
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
ト
（
蘂
0
8
0
0
―
8
8
8
―
4
 

　
0
2
0
） 

 

平
成
２４
年
度
土
器
川 

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
」 

任
期
＝
4
月
1
日
か
ら
1
年
間 

■対
土
器
川
の
近
隣
に
住
み
、河
川
愛
護

　
に
関
心
が
あ
り
、モ
ニ
タ
ー
活
動
を

　
積
極
的
に
行
え
る
２０
歳
以
上
の
人 

■定
5
人
程
度 

手
当
て
＝
4
5
0
0
円
程
度（
月
額
） 

■問
1
月
３１
日
貂
ま
で
に
、
市
建
設
課

　
（
蘂
2
4
―
8
8
1
3
）
か
香
川

　
河
川
国
道
事
務
所
土
器
川
出
張
所

　
（
蘂
2
2
―
8
3
1
8
） 

 

市
民
会
館
・
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
か
ら 

●
太
極
拳
教
室 

■時
1
月
１３
日
貊
〜
2
月
２４
日
貊
の
毎

　
週
金
曜
午
前
１０
時
〜
１１
時
半
（
全

　
7
回
） 

■所
市
民
会
館 

■定
２０
人
（
申
込
順
） 

■料
5
0
0
0
円 

■申
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

●
う
た
ご
え
喫
茶 

■時
2
月
１１
日
豢
午
後
1
時
半
〜
3
時
半

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
大
研
修
室 

■定
６０
人
（
申
込
順
） 

■料
1
2
0
0
円
（
ド
リ
ン
ク
1
杯
、

　
貸
し
歌
詞
集
） 

■申
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
（
蘂
8
6
―
6
8 

　
0
0
） 

 

愛
犬
の
し
つ
け
教
室
参
加
者 

■時
1
月
２２
日
豸
午
前
１０
時
〜
１１
時
半 

■所
香
川
県
中
讃
保
健
 

　
所（
土
器
町
東
） 

■定
２０
人 

■内
犬
の
飼
い
方
や
し 

　
つ
け
方
の
実
演 

■他
愛
犬
の
持
ち
込
み
不
可 

■申
1
月
4
日
貉
〜
１３
日
貊
ま
で
に
同

　
保
健
所
衛
生
課
（
蘂
2
4
―
9
9

　
6
4
） 

 

医
療
・
調
剤
事
務
と 

パ
ソ
コ
ン
基
礎
を
習
得
し
ま
せ
ん
か 

　
国
の
求
職
者
支
援
法
に
基
づ
く
求 

職
者
支
援
訓
練
で
す
。 

■時
2
月
２３
日
貅
〜
5
月
２２
日
貂
午
前

　
9
時
半
〜
午
後
3
時
半
（
土
・
日

　
曜
、
祝
日
は
休
み
） 

■所
㈲
ア
ク
セ
ス
（
土
器
町
東
） 

■定
２０
人 

■料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
） 

■申
受
け
付
け
な
ど
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　
ク
へ
。
1
月
３０
日
豺
ま
で
に
、
㈲

　
ア
ク
セ
ス（
蘂
2
2
―
0
1
2
0
）

　
に
持
参 

 

は 

た
ん 



花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００１２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

●丸亀城で少し遅
れた紅葉と季節外
れの桜が咲いてい

ました。春と秋を一度に味わえて得
した気分♪（くぅちゃん）●今年も広
報紙を通じて様々な人と出会い、市の
情報を届けたいな（凛）●丸亀市が「骨
付鳥市」に改名？ 詳しくはホームペ
ージhttp://www.zenryokudori.com/ 
をチェック（もり）●初夢は、京極く
んと一緒に讃岐富士登頂です。4、5
ページをご覧ください（中年明） 
 

　丸亀のご当地グルメ骨付鳥。そ
の魅力を全国にＰＲするマスコッ
トキャラクターのデザインを募集
します。主催者が行う一次審査を
通過した作品をホームページ上に
掲載し、人気投票によって最優秀

作品1点を決定します。 
募集締め切り＝1月20
　日貊 
募集内容＝骨付鳥をイ
　メージし、着ぐるみ
　に活用できるデザイ
　ンで未発表のもの 

応募資格＝どなたでも応募可（プロ・
　アマチュア不問。1人3作品まで） 
応募方法＝手書きの場合はＡ4版
　の用紙に１作品ずつ、デジタルデ
　ータの場合はイラストレーター
　で作成したＰＤＦ形式、フォトシ
　ョップで使用できる画像形式の
　ものに、住所・氏名（ふりがな）・
　年齢・電話番号、キャラクター
　の愛称、制作意図を記入し応募
　してください。デジタルデータ
　はＣＤ-Ｒか、電子メール（5ＭＢ
　以内）で応募できます。 

 
 
応募先＝丸亀市委託事業者 
郵送：〒761-8081 高松市成合
　町930-10 株式会社ティーネ
　ットジャパン別館　丸亀名物骨
　付鳥ブランド化事業事務局「骨
　付鳥キャラ」係 
電子メール：marugame@zenr 
　yokudori.com 
　応募規定、留意事項など詳しく
は、ホームページをご覧いただく
か、産業振興課蘂24-8844まで。 

おめでとうございます 

 

中
高
年
か
ら
始
め
る
ら
く
ら
く
ピ
ア
ノ 

■時
毎
月
第
2
・
4
週
の
水
曜
午
前
9

　
時
半
〜
１１
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ 

　
ー
5
階
小
ホ
ー
ル 

■対
初
心
者
の
新
メ
ン
バ
ー 

■料
2
0
0
0
円
（
月
額
） 

■問
岡
本
さ
ん（
蘂
2
3
―
8
2
4
0
） 

 

初
日
の
出
を
迎
え
る
会 

■時
1
月
1
日
豢
午
前
6
時 

■所
丸
亀
城
天
守
前
広
場 

■内
か
わ
ら
け
贈
呈
（
先
着
1
0
0
0

　
人
）、
富
く
じ
な
ど 

■他
本
島
、
広
島
、
城
東
、
郡
家
、
垂

　
水
、
飯
野
の
譛
市
体
育
協
会
支
部

　
も
実
施 

■問
市
体
協
（
蘂
2
4
―
6
2
5
1
） 

●
同
日
午
前
7
時
か
ら
、
田
村
池
休

　
憩
所
で
実
施 

■問
城
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
蘂
2
4
―

　
0
9
8
1
） 

 

誰
で
も
楽
し
く
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か 

●
ボ
デ
ィ
ケ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室 

■時
1
月
１３
日
貊
〜
3
月
２３
日
貊
（
全

　
１０
回
）
毎
週
金
曜
午
後
7
時
１５
分

　
〜
8
時
４５
分 

●
ヨ
ガ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
エ
ア
ロ
ビ

　
ッ
ク
教
室 

■時
1
月
１４
日
貍
〜
3
月
２４
日
貍
（
全

　
１０
回
）
毎
週
金
曜
午
後
7
時
１５
分

　
〜
8
時
４５
分 

●
健
康
の
ん
び
り
体
操
教
室 

■時
1
月
１１
日
貉
〜
3
月
１４
日
貉
（
全

　
１０
回
）
毎
週
水
曜
午
前
9
時
半
〜

　
１１
時 

■問
N
P
O
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
飯

　
山
事
務
局（
蘂
9
8
―
6
8
0
0
） 

 

第
４５
回
中
学
生
の 

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
入
賞
者 

　
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と
国

税
庁
主
催
の
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入

賞
者
を
発
表
し
ま
す
。 

ほっ
と 

一息
 
編 集

 室 

健
康
じ
ゅ
く
！ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

蘂
2
4
―
8
9
3
3

高
齢
者
虐
待
に
気
付
い
た
ら
、 

す
ぐ
相
談
を 

　
高
齢
者
虐
待
は
、
近
年
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
虐
待
を
相
談
す
る
人
が
増
加
し

た
こ
と
も
関
係
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

は
、
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
に

「
仕
方
が
な
い
」
「
言
っ
て
も
無
駄
」

「
家
族
の
こ
と
だ
か
ら
」
な
ど
と
虐
待

を
隠
し
、
深
刻
な
状
態
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き

な
い
よ
う
に
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

高
齢
者
支
援
課
、
老
人
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
の
相
談
は
、
身
体
的
な

虐
待
が
ほ
ぼ
半
数
と
な
っ
て
お
り
、
要

因
と
し
て
は
、
認
知
症
や
介
護
負
担
の

増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
深
刻
な
状
態
に
な
り
や
す
い
の
は
、

閉
ざ
さ
れ
た
家
族
関
係
の
中
で
虐
待
さ

れ
、
周
り
の
人
が
気
付
か
な
い
こ
と
で

す
。
相
談
が
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
介
護
を
し
て
い
る
人
が
相
談

で
き
ず
、
問
題
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
近
所
の
人
に
相
談

で
き
る
関
係
づ
く
り
が
虐
待
防
止
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

◎
あ
な
た
の
身
近
で
、
こ
れ
は
虐
待
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 
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●おはなし会 
飯山＝1月14日貍  
　　　午後2時 
●子ども日曜 
　TVシアター 
日時＝1月15日豸  
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児・小学生 
●ブックバンク 
　（本の交換会） 
中央図書館＝ 
　　　　1月15日豸  
午前10時～午後2時 

●ブックスタート 
　（3か月健診時) 
ひまわりセンター 
＝1月27日貊  
飯山総合保健福祉 
センター 
＝1月17日貂  

●中央図書館（蘂22-3746） 
　1日～9日、23日、30日、31日 

●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　1日～4日、9日、16日、23日、30日、31日 

●飯山図書館（蘂98-2666） 
　1日～4日、9日、16日、30日、31日 

『ヒゲ教授の辛口就活対策本部』 
小澤明人・著（雇用開発センター） 

就職活動は何から手をつけたらいい？内定が取れる学生・取れない学生
の違いって？「意思」と「思い」と「考え方」をキーワードに、厳選採用の
壁を越える就職活動のあり方を説く。人気ブログを再編集して書籍化。 

『「聖書」と「神話」の象徴図鑑』 
岡田温司・監修（ナツメ社） 

『ゆきだるまのスノーぼうや』 
ヒド・ファン・ヘネヒテン・絵　（フレーベル館） 

ゆきだるまは、どうして、動いちゃいけないの？ ゆきだるまのスノーぼう
やは、思い切って動いてみました。スノーぼうやが向かった先には……。
自由や勇気ってなんだろう。自分らしくありつづけるための旅立ちを描く。 

　美の女神ウェヌスを取り巻く「バラ」、聖母マリアのもとに舞い降りる白
い「鳩」……。名画の場面に描かれている西洋美術のシンボルをとりあげ、
その意味や由来を詳しく解説。 

1月の休館日 

１９ 
広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 

１８ １８ 

丸亀税務署長賞 

丸亀税務署管内納税貯蓄組合連合会会長賞 
 
丸亀税務署管内租税教育推進協議会会長賞 

香川県納税貯蓄組合連合会優秀賞 
一般財団法人大蔵財務協会理事長賞 
香川県納税貯蓄組合連合会最優秀賞 

丸亀税務署管内納税貯蓄組合連合会優秀賞 
 

赤谷　留奈さん（西中1年） 
大福　望由さん（西中3年） 
兼森彩加音さん（飯山中1年） 
田尾　丹里さん（西中3年） 
河野あゆみさん（飯山中2年） 
藤井　大介さん（南中1年） 

長尾　嘉大さん（南中1年） 

大東　祐介さん（飯山中1年） 
平田なつみさん（飯山中2年） 

飯山図書館から 
お知らせ 
工事のため、2月
1日から3週間程度
臨時休館します。 



丸亀城桜丸亀城桜まつり 
市民市民・企業協賛企業協賛ぼんぼり 
丸亀城桜まつり 
市民・企業協賛ぼんぼり 
　4月1日～14日に開かれる、丸亀城
桜まつりに、あなたの名前入りぼんぼ
りをともしてみませんか。（個人・企
業を問いません） 
協 賛 金＝ぼんぼり１個につき2000円 
申し込み＝2月10日貊までに、文化観
　光課内観光協会（蘂24-8816） 

N
o
.8
2
 

1
月
1
日
発
行
 
平
成
2
4
年
（
2
0
1
2
） 1
月
号
 

わが家のお姫さま螢 元気
いっぱい大きくなってね螢 

森　元　裕　太ち
ゃ
ん 

もり もと た 

（H22.3.29生） 
山 北 町  

笑顔のステキな優しい男
の子になってね螢　 

ゆう 

水　兼　結　那ち
ゃ
ん 

みず かね な ゆ 

（H22.8.6生） 
川西町北 

わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家の 

アイドル 
★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
お 

　
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！ 

四国新聞販売㈱に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（薔0120-494459）までご連絡ください。 
※城乾地区は同コミュニティセンター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 ２０ 

●
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集
と
発
行
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春 春 
　３月18日豸、本島町で第30回塩飽本島マイペースマラソンが開かれ

ます。春の日差しを浴びながら、あなたも歴史と文化財の宝庫「本島」

で走ってみませんか。 

◆日　時　３月18日豸　受付＝9：20　スタート＝12：10 
◆場　所　本島中学校スタート・ゴールの島内コース 

◆種　目　Ａコース（14.5㎞）高校生・一般 

　　　　　Ｂコース（ 9.5㎞）中・高校生・一般 

　　　　　Ｃコース（ 3.5㎞）小学生 

　　　　　オープン（ 3.5㎞）小･中･高校生・一般　　 

◆招待選手　尾方剛選手（中国電力）、山梨学院大学陸上競技部選手２人 

◆参加料　小・中学生1300円、高校生・一般2800円 

　　　　　（弁当・保険含む） 

◆主　催　本島校区連合自治会 

◆締め切り　２月15日貉必着 

◆　　　　〒763-0223 本島町泊506番地1 

　　　　　第30回塩飽本島マイペース 

　　　　　マラソン大会 

　　　　　実行委員会事務局 

　　　　　電話蘂0877-27-3222

尾方　剛選手（中国電力） 
主な成績―福岡国際マラソン1位、世界選
手権（ヘルシンキ）1位、北京オリンピック
13位など 

第30回 塩飽本島 
マイペース 
マラソン大会 

3/18跣 12：10スタート 

ほんじま 

参加者 募集！！ 

申し込み・ 
問い合わせ 

一斉にスタートする選手たち 

塩飽勤番所前での力走 

招待選手 


